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であり、恣意性が入っている可能性がある。このため、次の疑問が生じる。 

 ①生の実測値が併示されなければ実線が実測値とどの程度適合しているかがわからない。 

 ②200 ㎎/l、500 ㎎/l、1000 ㎎/l を表す実線が 17km 地点で収斂しているが、生の実測値がどの 

  程度そうなっているかが確かめられない。 

 ③塩淡水境界面(計算値)がどのように定義されているか不明であるが、実測の等濃度線で一致 

  するものはない。 

 したがって、図４からいえることは、200 ㎎/l、500 ㎎/l、1000 ㎎/l を表す実線が 17km 地点で

収斂しているらしいということだけである。 

 また、実測値はばらつくのが普通で、一度だけの実測で断定するのは危険である。ほかに実測

値はないのであろうか。あればぜひ開示されたい。 

 

 α=0.4 を用い、計画河床を対象に、Q=30m3/s、河口水位=TP0.64m(小潮時の平均満潮位)、ε=0.023

とした場合の塩水遡上距離は 30km となる。塩水遡上距離は通常の流量の範囲では流量が変化して

も大きな変化がなく、渇水流量と豊水流量との遡上距離の差は 2km 程度であるという(図５)。 

 

 
図５ 浚渫後の弱混合時の塩水遡上距離への流量の影響 

 

 しかし、α=0.4 というのは１度の実測で推定されたものであり、それを用いた説明は信頼度に

問題がある。 

 

３ 河床変動の影響について 

 

 図２で長良川の河床高は大きく変動していることをみた。これを 15km 地点の高さで表したのが

図６である。地盤沈下、砂利採取、浚渫で低下したのち、土砂堆積により上昇傾向にある。 
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